
騨

閥繊，

20番
灘

難
犠
欝

鞭
盤
鱈

櫛

　
松

　
縣

騨
鷺

　
、
■
　

馨

蝦 辮

偏

鍼

魏

嶺
、

猫磁

鱗
’

　
ウ

聯
、

灘

盗　
欝
纐
，

裏
　
鞭

　
纏

號

灘

ア
　
疑
簸

騨

輻

曝
遡
増

麺

嚢

灘

奪

箋

建
・

灘
羅

嚢
養，

憩

、
　
ウ
：

蒙

嚢
暴

羅
難難灘

謝

欝灘轍．繍遜轟齢繍戯騨

．
夢
鹸
．

　
講

馨

、
轍繍

脚

騨蘭甥＝：1欄1蘭椒

一

灘
輿

航

難

世帯数1，584（一5）《人口の動き》男2，745（一5）　女2，778（一6）　計5，523（一11）

　10月末現在　　出生2　死亡5　転入7　転出15
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「
体
育
の
日
」
の
十
月
十
日
、
町

体
育
協
会
（
関
谷
甲
子
夫
会
長
）

主
催
に
よ
る
、
体
育
協
会
設
立
十

周
年
記
念
式
典
が
町
の
総
合
体
育

館
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
五
十
三
年
四
月
、
「
町
民
体

　　　　典義駿

　　　　　　　　　　　　　　盤

　　　　　　　　　　　　　轍
　　　　　　　　遙　　　　　露　　鐵鑑

　㎜
蜥

育
の
健
全
な
発
展
、
体
育
文
化
の

向
上
」
を
目
的
に
、
わ
ず
か
十
団

体
で
ス
タ
ー
ト
し
た
体
育
協
会
も
、

現
在
で
は
十
七
団
体
、
延
べ
千
五

百
人
も
の
加
入
者
を
擁
す
る
大
団

体
に
発
展
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
島
田
助
役
（
町
長
代
理
）

他
多
数
の
来
賓
と
万
羽
卓
司
さ
ん

（
松
代
）
を
始
め
と
す
る
十
五
名

の
受
賞
者
を
迎
え
、
静
粛
な
な
か

で
式
典
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
第
一
部
・
記
念
式
典
、
第
二
部
・

講
演
、
第
三
部
・
祝
賀
会
と
日
程

が
組
ま
れ
、
式
典
終
了
後
の
記
念

　
　
　
　
　
瓢
鞭

講
演
で
は
、
元
読
売
巨
人
軍
、
現

野
球
解
説
者
の
松
本
匡
史
氏
に
よ

り
、
　
「
私
の
野
球
人
生
」
と
題
し
、

野
球
人
と
し
て
の
過
程
や
野
球
界

の
内
情
な
ど
、
野
球
愛
好
家
に
と

っ
て
興
味
深
い
内
容
を
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史

記念講演
　「私の野球人生」

元読売巨人軍松本匡
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　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　薦　　　　　　癒　　　　蚕
代時

式
典
で
は
次
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

体
育
功
労
者

優
秀
競
技
者

万
羽
卓
司
さ
ん
（
卓
球
）

高
橋
　
徳
さ
ん
（
マ
ラ
ソ
ン
）

本
山
豊
樹
さ
ん
（
バ
レ
ー
ボ
ー

　
　
　
　
　
　
ル
）

柳
キ
ノ
さ
ん
（
レ
ク
ダ
ン
ス
）

高
橋
芳
平
さ
ん
（
野
球
）

牧
田
義
明
さ
ん

相
沢
　
勇
さ
ん

富
沢
政
彦
さ
ん

（
ス
キ
ー
）

（
空
手
）

（
ス
キ
ー
）

優
秀
競
技
団
体

優
秀
指
導
者

牧
田
義
雄
さ
ん
（
ス
キ
ー
）

鈴
木
幸
紀
代
さ
ん
（
バ
レ
ー
ボ

　
　
　
　
　
　
ー
ル
）

柳
　
一
郎
さ
ん
（
剣
道
）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

　
柳
卯
一
郎
会
長
、
十
年
連
続

県
大
会
出
場

体
育
功
労
団
体

吉
沢
光
学

　
鈴
木
裕
之
代
表
、

　
ー
ル
活
動

太
平
友
の
会

　
富
沢
達
司
代
表
、

　
操
等
、

バ
レ
ー
ボ

ラ
ジ
オ
体
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鴨

　
　
【
一
キ
ロ
】

　
ー
イ
一
・
男
子
ー
　
　
（
2
7
名
）

①
鈴
木
栄
哉
（
松
）
3
分
2
5
秒
8

②
茂
野
　
収
（
〃
）
3
分
3
3
秒
9

③
小
堺
隆
寛
（
蓬
）
3
分
3
6
秒
3

　
1
4
一
・
女
子
1
　
　
（
2
6
名
）

①
柳
　
良
美
（
孟
）
3
分
4
2
秒
4

②
石
田
智
絵
（
〃
）
3
分
4
4
秒
5

③
小
嶋
真
弓
（
〃
）
3
分
4
5
秒
5

　
ー
小
二
・
男
子
ー
　
　
（
3
2
名
）

①
小
堺
強
司
（
松
）
3
分
2
3
秒
8

②
柳
　
芳
徳
（
〃
）
3
分
2
4
秒
1

③
相
沢
秀
幸
（
〃
）
3
分
2
5
秒
1

　
ー
小
二
・
女
子
ー
　
　
（
2
3
名
）

①
池
田
友
紀
子
（
北
）
3
分
2
9
秒
6

②
小
松
千
恵
美
（
奴
）
3
分
3
3
秒
6

③
池
田
　
茜
（
北
）
3
分
3
4
秒
9

　
1
一
　
般
1
　
　
　
（
3
名
）

①
山
賀
喜
四
郎
　
　
3
分
1
9
秒
6

②
菅
井
キ
ク
ノ
　
　
4
分
2
6
秒
1

③
富
沢
　
恭
松
　
　
5
分
1
5
秒
5

　
三
キ
且

　
ー
小
三
・
男
子
ー
　
　
（
3
1
名
）

①
小
堺
　
豊
（
蓬
）
7
分
4
2
秒
2

②
田
辺
一
幸
（
蒲
）
8
分
6
秒
6

第
1
0
回

町
民
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
結
果

③
佐
藤
茂
樹
（
奴
）
8
分
3
4
秒
O

　
ー
小
三
・
女
子
1
　
　
（
2
4
名
）

①
池
田
さ
つ
き
（
莇
）
9
分
4
秒
1

②
西
潟
幸
子
（
奴
）
9
分
7
秒
7

③
柳
真
梨
子
（
松
）
9
分
1
6
秒
3

　
1
小
四
・
男
子
ー
　
　
（
3
1
名
）

①
高
橋
真
治
（
莇
）
7
分
5
9
秒
5

②
柳
　
春
明
（
松
）
8
分
O
秒
2

③
茂
野
　
究
（
〃
）
8
分
n
秒
5

　
1
小
四
・
女
子
i
　
　
（
2
6
名
）

①
高
橋
陽
子
（
莇
）
8
分
3
7
秒
3

②
高
橋
知
美
（
〃
）
8
分
3
9
秒
2

③
松
山
総
子
（
松
）
8
分
ω
秒
1

　
ー
中
学
・
男
子
ー
　
　
（
3
名
）

①
柳
　
　
努
（
三
）
8
分
m
秒
2

②
牧
田
義
記
（
一
）
m
分
4
2
秒
O

③
横
尾
正
憲
（
一
）
n
分
n
秒
7

　
1
中
学
・
女
子
ー
　
　
（
3
6
名
）

①
室
岡
久
美
子
（
一
）
7
分
3
7
秒
9

②
相
沢
　
希
（
二
）
7
分
4
7
秒
O

③
村
山
尚
子
（
二
）
7
分
5
9
秒
2

　
ー
一
　
般
ー
　
　
　
（
3
名
）

①
山
賀
子
平
　
　
　
9
分
3
4
秒
6

②
関
谷
初
子
　
　
　
9
分
3
6
秒
4

③
富
沢
達
司
　
　
　
9
分
4
3
秒
9

　
　
三
キ
回
】

　
1
小
五
・
男
子
ー
　
　
（
3
6
名
）

①
井
上
真
吾
（
蒲
）
1
3
分
1
9
秒
O

②
草
村
大
介
（
奴
）
1
3
分
3
2
秒
2

③
馬
場
茂
寿
（
蒲
）
1
3
分
4
2
秒
2

　
ー
小
五
・
女
子
1
　
　
（
2
6
名
）

①
佐
藤
保
子
（
奴
）
1
3
分
4
6
秒
1

②
松
沢
悦
子
（
儀
）
1
4
分
m
秒
5

③
石
口
香
織
（
松
）
1
4
分
5
2
秒
1

　
1
小
六
・
男
子
ー
　
（
3
5
名
）

①
関
谷
　
真
（
松
）
1
2
分
3
5
秒
O

②
小
堺
友
紀
（
蓬
）
1
2
分
4
9
秒
1

③
米
持
　
穣
（
奴
）
1
3
分
2
秒
9

　
ー
小
六
・
女
子
1
　
（
3
2
名
）

①
五
十
嵐
里
美
（
奴
）
1
3
分
1
3
秒
9

②
山
岸
利
美
（
蒲
）
1
3
分
2
9
秒
O

③
井
上
久
美
子
（
蒲
）
1
3
分
4
9
秒
2

　
1
中
学
・
男
子
1
　
　
（
1
3
名
）

①
富
沢
　
豊
（
二
）
1
1
分
1
2
秒
6

②
小
野
島
友
美
（
三
）
n
分
2
6
秒
9

③
植
木
貴
幸
（
三
）
n
分
2
7
秒
4

　
ー
中
学
・
女
子
ー
　
　
（
6
名
）

①
佐
藤
あ
ず
奈
（
二
）
1
4
分
3
2
秒
7

②
関
谷
仁
美
（
二
）
1
4
分
3
9
秒
9

③
鈴
木
英
理
子
（
二
）
1
4
分
5
3
秒
O

　
ー
高
校
・
女
子
ー
　
　
（
1
4
名
）

①
相
沢
容
子
（
二
）
1
3
分
2
5
秒
7

②
柳
　
明
美
（
一
）
1
5
分
3
0
秒
1

③
福
島
由
紀
子
二
）
1
5
分
4
0
秒
2

　
ー
一
　
般
卜
　
　
　
　
（
2
名
）

①
佐
藤
信
一
　
　
　
1
3
分
1
2
秒
O

②
山
岸
　
進
　
　
　
1
5
分
1
秒
7

　
【
五
キ
回
】

　
ー
中
学
・
男
子
ー
　
　
（
5
3
名
）

①
若
井
憲
一
（
二
）
1
4
分
9
秒
6

②
室
岡
正
宏
（
三
）
1
4
分
2
7
秒
4

③
山
岸
　
孝
（
二
）
1
4
分
4
2
秒
3

　
ー
高
校
・
男
子
ー
　
　
（
3
0
名
）

①
柳
　
高
浩
（
二
）
1
3
分
5
1
秒
8

②
佐
藤
政
秀
（
一
）
1
4
分
8
秒
5

③
牧
田
幸
樹
（
一
）
1
4
分
2
7
秒
5

　
1
一
　
般
ー
　
　
　
　
（
2
名
）

①
吉
田
直
彦
　
　
　
1
6
分
54
秒
1

②
鈴
木
正
利
　
　
　
1
8
分
3
0
秒
9

　
【
親
子
ジ
ョ
ギ
ン
グ
】
（
9
組
）

①
大
野
賢
郎
・
正
博
、
②
佐
藤
幸

治
．
知
詠
子
、
③
室
岡
俊
之
・
佑

希
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松
代
中
学
校
男
女

郡
駅
伝
で
ア
ベ
ツ
ク
連
続
優
勝

　
十
月
五
日
行
わ
れ
た
伝
統
の
東

頸
城
郡
中
学
駅
伝
大
会
（
第
2
5
回
）

で
、
松
代
中
学
校
チ
ー
ム
が
男
女

と
も
優
勝
す
る
快
挙
を
成
し
と
げ

ま
し
た
。

　
男
子
の
部
で
は
、
郡
内
十
一
校

の
精
鋭
が
安
塚
ま
で
の
九
区
間
で

健
脚
を
競
い
、
期
待
の
松
代
中
チ

ー
ム
は
、
A
チ
ー
ム
が
僅
か
三
十

二
秒
差
で
安
塚
チ
ー
ム
を
お
さ
え
、

二
年
連
続
七
回
目
の
ゴ
ー
ル
の
テ

ー
プ
を
切
り
ま
し
た
。
ま
た
B
チ

ー
ム
も
健
闘
し
九
位
の
成
績
を
お

さ
め
ま
し
た
。

　
あ
わ
せ
て

行
わ
れ
た
女

子
の
部
で
も

＋
一
チ
ー
ム

の
中
で
松
代

A
チ
ー
ム
か

や
は
り
安
塚

チ
ー
ム
に
三

＋
一
一
秒
の
差

を
つ
け
堂
々

の
一
一
年
連
続

一
一
回
目
の
優

勝
。
B
チ
ー

ム
も
七
位
と

大
健
闘
し
ま

し
た
。

　
成
績
は

【
男
子
】
九

区
間
・
3
1
・

り

6
キ
。

①
松
代
A
1
時
間
4
8
分
4
6
秒

　
＊
区
間
毎
の
記
録

一
区
　
松
代
～
池
尻
　
麗
キ
。

　
富
沢
　
豊
　
n
分
1
7
秒
　
3
位

二
区
　
池
尻
～
室
野
　
輔
キ
。

　
若
井
憲
一
　
1
3
分
2
7
秒
　
1
位

三
区
　
室
野
～
峠
　
　
脇
キ
。

　
室
岡
正
宏
　
12
分
7
秒
　
1
位

四
区
　
峠
～
中
野
　
　
脇
。
。

　
山
岸
和
弘
　
9
分
4
7
秒
　
1
位

五
区
　
中
野
～
岩
倉
　
％
。
。

　
植
木
貴
幸
　
11
分
3
8
秒
　
1
位

六
区
　
岩
倉
～
長
者
島
　
％
。
。

　
小
堺
　
健
　
n
分
4
4
秒
　
2
位

七
区
　
長
者
島
～
下
猪
子
田
鋪
。
。

　
井
上
　
元
　
1
3
分
5
3
秒
　
4
位

八
区
　
下
猪
子
田
～
松
崎
鋼
。
。

　
小
野
島
友
美
n
分
1
8
秒
　
3
位

九
区
　
松
崎
～
安
崎
中
学
謂
。
。

　
山
岸
孝
1
3
分
3
5
秒
1
位

②
安
塚
A
1
時
間
4
9
分
1
8
秒

③
松
之
山
A
1
時
間
5
0
分
1
0
秒

④
牧
A
、
⑤
松
之
山
B
、
⑥
浦
田

〔
女
子
〕
四
区
間
　
1
4
・
3
キ
。

①
松
代
A
　
5
7
分
3
1
秒

一
区
　
岩
倉
～
長
者
島
　
％
。
。

　
柳
智
子
1
3
分
1
6
秒
1
位

二
区
　
長
者
島
～
下
猪
子
田
鋪
。
。

　
室
岡
久
美
子
1
5
分
1
2
秒
　
2
位

三
区
　
下
猪
子
田
～
松
崎
麗
キ
。

　
村
松
尚
子
　
1
3
分
2
1
秒
　
2
位

四
区
　
松
崎
～
安
塚
中
学
”
。
。

　
相
沢
希
1
5
分
4
2
秒
1
位

②
安
塚
A
5
8
分
3
秒

③
大
島
5
9
分
52
秒

④
牧
A
、
⑤
浦
田
、
⑥
浦
川
原
A

…
米
…
米
…
Ψ
爪
…
米
米
米
米
米
米
…
…
W
爪
米
米
米
…
米
米
米
米
米
…
米
…
米
米
米
W
Ψ
爪
…
V
爪
米
米

第
9
回

　
　
町
長
杯
争
奪
バ

　
十
月
二
十
三
日
、
町
総
合
体
育

館
で
は
、
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

（
樋
口
昭
一
会
長
）
主
催
に
よ
り
、

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
六
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
町
長
杯
争

　
奪
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
一
部
・
二
部
に
分
か
れ
て
の
リ

　
ー
グ
戦
形
式
で
、
一
部
は
、
松
代

　
高
校
A
・
B
、
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
、

　
奴
奈
川
青
年
隊
、
松
代
ロ
ー
ジ
ン

　
会
、
二
部
は
吉
沢
光
学
、
伊
沢
ス

　
ラ
ン
プ
、
マ
ジ
カ
ル
9
、
バ
レ
ー

　
教
室
、
教
員
青
年
部
の
各
チ
ー
ム

　
で
、
早
朝
よ
り
熱
戦
が
展
開
さ
れ

　
ま
し
た
。
結
果
は
、

　
〔
一
部
リ
ー
グ
〕

　
優
勝
　
松
代
ロ
ー
ジ
ン
会

　
二
位
　
松
代
高
校
A

　
三
位
　
奴
奈
川
青
年
隊

　
〔
二
部
リ
ー
グ
〕

　
優
勝
　
教
員
青
年
部

　
二
位
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

　
三
位
　
マ
ジ
カ
ル
9
　
で
し
た
。
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の
！

ー
量

蟻
瀧
．
．
葦
慧
，
纏

酬
　
　
　
　
　
　
　
総
洲

1…

　　霧

㎜
纏
難
灘
灘

懸霧
　
十
月
二
十
二
日
か
ら
三
日
間
に

わ
た
り
、
松
之
山
町
民
体
育
館
で

郡
展
が
開
催
さ
れ
、
絵
画
、
彫
塑
・

工
芸
、
書
道
、
写
真
の
四
部
門
に

二
百
点
近
く
の
作
品
が
出
品
さ
れ

ま
し
た
。

　
松
代
町
か
ら
は
絵
画
に
六
人
、

彫
塑
・
工
芸
三
人
、
書
道
七
人
、

写
真
十
五
人
の
力
作
が
そ
れ
ぞ
れ

展
示
さ
れ
、
中
で
も
、
書
道
部
門

で
高
沢
優
美
子
さ
ん
（
松
代
）
が

郡
展
賞
、
西
潟
平
司
さ
ん
（
福
島
）

に
審
査
員
特
別
賞
、
写
真
部
門
で

瀬
沼
伸
彦
さ
ん
（
松
代
）
に
奨
励

賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
）

　　　　〔書　道　部　門〕

◎奨励賞　　　　　　　　◎審査員特別賞

高沢優美子さん（松代）　　西潟平司さん（福島

　「蘇車式之詩」　　　　「秋思（李白）」

〔写真部門〕

◎奨励賞瀬沼伸彦さん（松代）

　「おいしい？」

緯
紗

腕
臨
謹
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

蟻

瀞
勢
象
ゐ
鉛
述
ダ
傑
耳
　
め
マ
、

伽
霧
妹
、
碑
．
咳
寒
④
タ
婆
多
慧
艦
磯
灘

融
維
夫
布
壱
犠
鷹
爆
腹
宥
皆
艦
姦
禽

釜
丁
厭
撃
」
「
壁
艦
烹
瓠
禦
強
随
饗
董

踏
魂
権
皇
裳
麿
黒
纏
マ
尋
煮
島
服
載

量
燈
繹
｛
．
擦
盛
ず
脅
慈
懸
堪
誇
艦
俗

認
黄
“
新
燃
肇
兜
嶋
優
拳
驚

　
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
先
月
、

消
防
団
、
分
遣
所
、
町
が
一
体
と

な
り
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
．

　
こ
の
日
は
そ
の
週
間
の
初
日
。

町
内
婦
人
消
防
協
力
隊
代
表
三
名

が
分
遣
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
制
服
に
身
を
包
み
、
整
列
す
る

職
員
を
緊
張
し
な
が
ら
点
検
す
る

代
表
三
名
。
こ
の
後
、
関
谷
所
長

さ
ん
の
案
内
で
建
物
の
中
を
見
学

し
な
が
ら
、
消
防
職
員
の
一
日
の

勤
務
状
況
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
所
長
さ
ん
の
話
を
聞
き
な
が
ら

も
”
男
だ
け
の
世
界
”
に
感
激
し

た
様
子
で
す
。

　
火
災
は
個
人
の
不
注
意
か
ら
起

こ
る
人
災
の
典
型
で
す
。
　
一
人
ひ

と
り
が
正
し
い
火
の
扱
い
を
し
、

町
か
ら
火
災
を
無
く
し
ま
し
ょ
う
。
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騰醜騰圃

幽
國
幽
畿
調
幽

魍
轄
畿
幽
麗
麟
鰯
畿
魍

調
鯛
鯛
圃
　
塞
團
鯛
圃
調
魑
醐

町
内
小
・
中
学
校
の

　
先
生
方
の
御
協
力
で

　
立
派
な
「
さ
し
絵
」
が
、
ご
覧

の
よ
う
に
で
き
上
り
ま
し
た
。
こ

こ
に
制
作
者
を
紹
介
（
順
不
同
）

い
た
し
ま
す
。

①
松
苧
大
権
現
（
片
桐
忠
雄
先
生
・

松
代
小
）
、
②
鳥
呑
み
爺
さ
（
横
尾

元
則
教
頭
先
生
・
松
代
中
）
③
ほ

と
と
ぎ
す
の
兄
弟
（
古
田
洋
司
校

長
先
生
・
蒲
生
小
）
④
オ
モ
と
山

ち
つ
は姥

（
広
瀬
利
彦
先
生
・
松
代
中
）

⑤
手
品
師
と
軽
業
師
と
医
者
（
植

木
哲
夫
先
生
・
清
水
小
）
以
上
五

名
の
先
生
方
で
す
。

②
　
　
　
　
　
へ
ヘ
ロ
ド
ザ
ノ
ノ

　
ど
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
い

　
　
　
ダ
の
ご
　
に

優
紀
、
．
群
謹
．
　
、
伊

　
　
　
　
　
偽
．
悉
　
　
．
閣

　
　
　
　
　
ガ・

輪
軸

　　露④

・
，
竪

・タ　　．Nノ
　．蓼．燃驚7
て’．雛駕

③

　鯵

論
考懲

　　も鰍蟻爵

　　　　　　　⑧
　＿＿桑魅』～

⑦
篇

　　1縄

．．．㌧＾’扇趨、1

鯵毫1幻

、
♂

〆
魯ご

灘

先
生
方
は
、
二
話
づ
つ
受
け
も
っ

て
作
品
を
寄
せ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　
紙
面
の
関
係
で
、
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩

の
紹
介
を
省
き
ま
す
。

　
さ
て
、
み
な
さ
ん
。
何
と
い
う

民
話
ま
た
は
伝
説
を
も
と
に
、
想

を
練
ら
れ
た
絵
だ
と
思
い
ま
す
か
。

　
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
絵
は
何
先

生
の
作
品
で
し
よ
う
。
町
史
が
御

手
元
に
と
ど
く
ま
で
、
楽
し
み
に

し
て
く
だ
さ
い
。
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松代町の

野鳥
シ
リ
ー
ズ
⑳

カ

　
日
本
の
鳥
の
中
で
も
美
し
い
方

に
属
す
こ
の
鳥
が
、
カ
ラ
ス
の
仲

間
と
い
う
と
ビ
ッ
ク
リ
す
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
カ
ラ
ス
と
ち
が
っ

て
、
背
と
腹
部
は
淡
褐
色
、
喉
腰

は
白
、
尾
は
黒
、
頭
部
は
白
と
黒

の
ゴ
マ
塩
模
様
で
翼
に
美
し
い
青

色
が
あ
り
、
黒
一
色
の
カ
ラ
ス
と

ち
が
い
カ
ラ
フ
ル
な
色
彩
を
し
て

い
ま
す
。
大
き
さ
は
ハ
ト
位
の
大

き
さ
で
、
飛
び
方
は
パ
タ
パ
タ
と

い
う
感
じ
で
飛
び
ま
す
。
姿
の
割

に
は
、
鳴
き
声
は
し
ゃ
が
れ
た
声

で
「
ジ
ャ
ー
ジ
ャ
i
」
と
か
、
「
ギ

ャ
ー
ギ
ャ
ー
」
と
鳴
く
ほ
か
、
ネ

コ
と
か
他
の
鳥
の
声
を
マ
ネ
る
こ

と
が
う
ま
く
、
時
々
ベ
テ
ラ
ン
の

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
も
だ
ま
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
日
本
に
は
奄
美
大
島
、
徳
之
島

に
天
然
記
念
物
の
ル
リ
カ
ケ
ス
が

生
息
し
、
北
海
道
に
亜
種
の
ミ
ヤ

マ
カ
ケ
ス
、
伊
豆
半
島
南
端
、
九

州
南
部
に
ヒ
ュ
ウ
ガ
カ
ス
ケ
、
屋

松

ケ
永

ス
1光

久
島
に
ヤ
ク
シ
マ
カ
ケ
ス
が
生
息

し
、
本
県
に
は
、
佐
渡
に
サ
ド
カ

ケ
ス
が
生
息
し
て
い
ま
す
。
カ
ケ

ス
を
分
類
し
ま
す
と
、
ス
ズ
メ
目

カ
ラ
ス
科
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
松

代
町
で
は
普
通
に
観
察
さ
れ
る
鳥

で
、
杉
林
に
依
存
す
る
こ
と
が
多

い
鳥
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。
生
息

環
境
は
低
山
帯
か
ら
亜
高
山
帯
に

か
け
て
の
森
林
中
に
棲
み
、
冬
期

間
は
小
群
と
な
っ
て
平
地
な
ど
に

漂
行
し
ま
す
。

　
松
代
小
学
校
の
大
杉
に
九
月
下

旬
こ
ろ
か
ら
二
～
三
羽
の
カ
ケ
ス

が
毎
朝
鳴
い
て
お
り
ま
す
。

　
カ
ケ
ス
の
生
活
を
田
原
徹
さ
ん

と
い
う
人
の
研
究
に
よ
る
と
、
繁

殖
は
2
月
下
旬
こ
ろ
か
ら
で
、
暖

い
日
に
数
羽
か
ら
十
数
羽
が
集
ま

っ
て
鳴
き
か
わ
し
、
こ
の
時
の
鳴

き
声
が
、
ネ
コ
か
あ
か
ん
坊
の
よ

う
な
声
で
「
ア
オ
ギ
ャ
ー
」
と
鳴

い
た
り
、
タ
ン
、
タ
、
タ
ン
の
リ

ズ
ム
で
、
「
ギ
ャ
ー
ッ
・
ギ
ャ
・
　
融

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嗣

ギ
ャ
ー
ッ
」
と
鳴
き
か
わ
す
そ
う
剛

で
す
。
こ
の
集
ま
り
を
イ
ギ
リ
ス
　
囲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
闇

の
ゴ
ッ
ト
ウ
ィ
ン
と
い
う
人
は
ス
　
剛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛

プ
リ
ン
グ
・
ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
「
春
剛

の
集
ま
り
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
　
囎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開

　
こ
の
集
ま
り
は
四
月
の
初
旬
に
　
鱒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閑

一
番
多
く
な
り
、
同
時
に
こ
の
こ
　
醐

ろ
か
ら
巣
作
り
が
は
じ
ま
る
こ
と
旧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嗣

が
観
察
さ
れ
て
い
ま
す
。
巣
作
り
酬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目

は
雌
雄
が
協
力
し
て
、
小
枝
、
細
剛

根
、
土
、
コ
ケ
を
使
っ
て
木
の
幹
隅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目

に
直
接
く
っ
つ
け
て
枝
の
上
に
作
酬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目

り
ま
す
。
巣
は
外
か
ら
見
る
と
ま
酬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

っ
た
く
見
え
な
い
よ
う
に
作
ら
れ
鼎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閑

て
い
ま
す
が
、
木
の
真
下
か
ら
見
剛

　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
胴

る
と
　
ま
る
見
え
の
こ
と
が
多
い
　
剛

の
で
す
。
こ
れ
は
、
下
か
ら
の
外
　
　

敵
か
ら
巣
を
か
く
そ
う
と
す
る
の
　
剛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛

で
は
な
く
、
上
空
か
ら
の
タ
カ
、
　
剛

フ
ク
ロ
ウ
、
カ
ラ
ス
な
ど
の
外
敵
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
魍

か
ら
巣
、
ヒ
ナ
を
ま
も
ろ
う
と
す
剛

　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
國

る
た
め
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
剛

　
卵
は
、
毎
日
一
卵
づ
つ
五
卵
を
欄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目

産
み
雌
は
第
一
卵
か
ら
抱
卵
を
は
剛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛

じ
め
、
二
十
日
位
で
ヒ
ナ
が
か
え
剛

り
ま
す
。
抱
卵
中
は
雄
が
二
時
間
囎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
劇

お
き
に
餌
を
飲
み
込
ん
で
運
び
、
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開

抱
卵
中
の
雌
に
給
餌
し
ま
す
。
ヒ
自

ナ
が
か
え
り
ま
す
と
最
初
の
う
ち
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目

は
雌
は
ヒ
ナ
が
冷
え
な
い
よ
う
に
　
糊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
引

　　11
　　月

　　9
　　日

rは
119

番
の
日
」

　
消
防
と
住
民
と
の
結
び
つ
き
を

象
徴
す
る
、
ダ
イ
ヤ
ル
ナ
ン
バ
ー

1
1
9
に
ち
な
み
、
毎
年
十
一
月

九
日
が
「
m
番
の
日
」
に
設
定
さ

れ
ま
し
た
．o

ヘ
ー

．
‘
．
』
、

　
火
事
や
救
急
の
と
き
、
1
1
9

を
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
と
、

　
「
火
事
で
す
か
？

　
　
　
　
救
急
で
す
か
？
」
と

問
い
か
け
ま
す
．

　
あ
と
順
次
に
、
住
所
や
目
標
物

な
ど
を
た
ず
ね
ま
す
の
で
、
落
ち

着
い
て
一
つ
ひ
と
つ
答
え
て
下
さ

い
。
そ
の
時
間
は
わ
ず
か
で
す
。

あ
わ
て
ず
、

　
　
急
が
ず
、

　
　
　
　
　
正
確
に
！

い
よ
い
よ
冬
到
来

　
　
　
　
　
暖
房
器
具
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
火
災
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

全
に
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
お
出
か
け
前
や
お
や
す
み
前

り
持
ち
運
ば
な
い
。

や
す
い
物
の
そ
ば
に
置
か
な
い
。
　
火
災
が
多
く
な
り
ま
す
の
で
取
り

プ
レ
ー
類
や
接
着
剤
な
ど
危
険

一
、
日
頃
の
点
検
、
手
入
れ
を
万
　
　
　
物
品
は
使
用
し
な
い
。

一
、
火
を
つ
け
た
ま
ま
給
油
し
た
　
　
　
に
は
必
ず
火
を
消
す
こ
と
。

一
、
ふ
す
ま
や
カ
ー
テ
ン
等
燃
え
　
　
こ
の
時
期
に
は
暖
房
器
具
か
ら
の

一
、
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
で
は
、
ス
　
　
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
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あ
た
た
め
ま
す
が
、
雄
は
雌
に
餌

を
渡
し
雌
は
そ
れ
を
ヒ
ナ
に
与
え
、

ヒ
ナ
が
多
少
大
き
く
な
る
と
雌
雄

で
餌
を
運
び
給
餌
し
ま
す
。
雄
は
、

ほ
ぼ
一
時
間
お
き
に
ヒ
ナ
に
給
餌

し
ま
す
が
、
ヒ
ナ
は
給
餌
を
受
け

る
と
巣
の
外
側
に
尻
を
突
き
出
し
、

白
い
膜
に
包
ま
れ
た
フ
ン
を
排
泄

し
ま
す
。
す
る
と
雄
は
そ
の
フ
ン

を
急
い
で
く
わ
え
て
す
ぐ
飲
み
込

み
ま
す
。
給
餌
は
一
回
に
全
部
の

ヒ
ナ
に
給
餌
し
全
部
の
ヒ
ナ
は
、

フ
ン
を
排
泄
し
雄
は
全
部
の
フ
ン

を
飲
み
込
み
、
ま
た
餌
を
さ
が
し

に
飛
び
出
し
て
行
き
ま
す
。

　
ヒ
ナ
の
餌
は
、
ガ
の
幼
虫
、
カ

マ
ド
ウ
マ
、
ク
モ
な
ど
の
昆
虫
で

一
回
に
百
匹
近
く
、
六
グ
ラ
ム
位

を
運
ん
で
く
る
こ
と
が
知
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

　
カ
ケ
ス
に
は
変
っ
た
習
性
が
あ

り
餌
と
す
る
ク
リ
、
ド
ン
グ
リ
を

貯
蔵
す
る
習
性
が
あ
る
の
で
す
。

貯
蔵
す
る
場
所
は
地
中
と
か
樹
洞

の
中
で
、
貯
蔵
し
た
の
を
わ
す
れ

春
に
そ
の
実
が
一
斉
に
発
芽
し
、

人
は
、
カ
ケ
ス
を
「
も
の
わ
す
れ

す
る
鳥
」
と
表
現
す
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
。
カ
ケ
ス
の
ほ
か
、
モ

ズ
に
は
「
は
や
に
え
」
と
い
う
方

法
を
持
っ
て
い
る
し
、
外
国
で
も

ホ
シ
ガ
ラ
ス
や
キ
ツ
ツ
キ
の
仲
間

で
餌
を
貯
蔵
す
る
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
貯
蔵
と
い
う
習
性
は

カ
ラ
ス
科
の
鳥
に
多
い
よ
う
で
す
。

　
カ
ケ
ス
は
日
本
全
国
に
生
息
し

て
い
ま
す
が
、
緑
の
国
勢
調
査
の

結
果
で
は
、
繁
殖
の
確
認
、
又
は

繁
殖
の
可
能
性
有
り
の
A
、
B
ラ

ン
ク
は
少
な
く
、
ほ
と
ん
ど
が
、

A

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閣

繁
殖
に
つ
い
て
は
何
と
も
言
え
な
闘

　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
H

い
と
い
う
　
C
ラ
ン
ク
と
な
っ
て
剛

お
り
ま
す
。
そ
の
原
因
は
と
言
う
捌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
闊

と
、
カ
ケ
ス
は
サ
エ
ズ
リ
を
持
た
　
闘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酬

な
い
鳥
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
観
剛

察
が
少
な
か
っ
た
こ
と
と
、
樹
上
帽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛

高
く
営
巣
す
る
こ
と
か
ら
の
二
つ
　
闊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛

が
原
因
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
剛

松
代
町
で
は
、
し
っ
か
り
と
A
ラ
雁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閣

ン
ク
に
な
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
剛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛

　
カ
ケ
ス
の
鳴
き
声
は
、
よ
く
あ
剛

り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
鳴
き
声
を
聞
糖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嗣

く
と
、
の
ど
か
な
山
里
の
秋
を
感
闘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
闇

じ
ま
す
．
　
　
　
　
　
　
　
剛

　
最
後
に
、
長
塚
節
の
カ
ケ
ス
の
　
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曜

歌
で
本
項
を
終
わ
り
ま
す
。
　
　
　
剛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田

暁
の
　
　
　
　
　
　
　
　
棚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
睡

　
　
ほ
の
か
に
霧
の
　
　
　
　
　
闘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
制

　
　
　
う
す
れ
ゆ
く
　
　
　
　
剛

落
葉
松
山
に
　
　
　
　
　
　
朧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開

　
　
か
し
鳥
の
鳴
く
　
　
　
　
　
圃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醐

　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
　
　
　
剛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嗣

　
㈲
絵
の
手
前
が
カ
ケ
ス
で
、
奥
嗣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛

　
　
の
も
の
は
、
ミ
ヤ
マ
カ
ケ
ス
剛

　
　
で
、
頭
部
の
色
形
が
変
り
ま
嘱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耀

　
　
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
闘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
闇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嗣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
回

柳　　照雄　　小松　和夫　　増田　　弘　　献血は
牧野　恵子　　富永＿郎　　関谷欣＿　　心の贈りもの

斉木　　勉　　堀川　一郎　　広瀬　利勝　　　　　　　一“

西沢昭子関谷和子堕由美江いと
関谷初子斉藤一夫局沢真ま、
離ふ韓識己鮮離美叢しつ
中村妙子武田芳夫石田幸丸た
菅井　正一　　真島　和徳　　高橋多一郎

室岡秀俊　石坂義正　布施満男　10月24日
室岡　　徹　　室岡　順一　　池田きみ子

米持徳二　小堺義雄　馬場博子　献血者名
相沢　一行　　佐藤　則夫　　小堺　春枝
関屋　昭蔵　　雨宮　秀明　　宮沢新松　　太字は400m2

郡内の交通事故

発生状況
（10．20日現在）

松代町での

事故の形態

傷者 死亡 件数 町　　村

10 1 9 安塚町

車車車バ車自
　　　イ
　対　　ク対損
対　対
　バ　対自事
　イ　　　転
車ク人人車故

19 1 18 浦川原村

12 11 松代町

11 1 6 松之山町

4 1 5 大島村

4　1　2　1　　3 4 4 牧　　村

11 60 4 53 計
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「
ま
つ
だ
い
の
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
い
ら
ん
か
え
ー
』

　
　
　
　
　
～
東
京
・
世
田
谷
羽
根
木
公
園
～

　
毎
年
十
月
、
地
域
社
会
つ
く
り

を
目
的
に
東
京
・
世
田
谷
区
の
羽

根
木
公
園
で
「
雑
居
ま
つ
り
」
が

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
で
十
三
回
目
を
数
え
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
祭
り
に
、
先
輩
の
「
松
代
町
ジ

ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
」
二

十
五
名
の
少
年
少
女
と
と
も
に
、

役
場
か
ら
も
「
地
域
交
流
部
会
」

の
十
名
も
参
加
し
ま
し
た
。

　
一
〇
〇
近
い
団
体
や
グ
ル
ー
プ

が
店
を
並
べ
る
中
で
、
ジ
ュ
ニ
ア

リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
、
何
週
間
も
前

か
ら
準
備
し
た
ア
ン
ボ
・
笹
ダ
ン

か

コ
か
ら
カ
マ
キ
リ
・
バ
ッ
タ
、
果

て
は
ヘ
ビ
の
抜
け
が
ら
ま
で
陳
列
。

一
方
、
地
域
交
流
グ
ル
ー
プ
も
、

コ
シ
ヒ
カ
リ
（
三
合
詰
め
）
、
自
然

芋
、
栗
、
ク
ル
ミ
、
ズ
イ
キ
か
ら

タ
ニ
シ
、
カ
ワ
ニ
ナ
な
ど
二
十
種

類
の
．
品
を
揃
え
都
会
人
に
挑
戦
し

ま
し
た
。

　　　麺
　　リl

　　ll
雑ダ1
居ll
祭ズ1

町りク英
蓮に聾
会同ブ萸
長行の1

鈴し1
木て　1
　　　萸益　　 麺

　　　萸
夫　　 図

　　　図
　　　麺

　
今
年
で
三
回
目
の
参
加
と
な
っ

た
東
京
世
田
谷
区
羽
根
木
公
園
で

行
わ
れ
た
雑
居
祭
り
に
、
リ
ー
ダ

i
研
修
と
し
て
参
加
し
た
二
十
五

名
を
引
卒
し
て
、

一
、
ア
ン
ボ
は
一
五
〇
円
で
は
売

れ
な
い
こ
と

　
自
分
達
で
作
っ
た
ア
ン
ボ
を
高

く
売
り
た
い
、
と
い
う
気
持
は
わ

か
る
が
、
品
物
に
は
適
正
価
格
と

い
う
も
の
が
あ
っ
て
百
円
で
は
よ

く
売
れ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
な
る

と
と
た
ん
に
売
れ
行
き
が
悪
く
な

る
こ
と
を
子
供
達
は
知
っ
た
。

二
、
世
間
に
は
体
に
障
害
の
あ
る

人
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と

　
松
代
に
い
る
と
あ
ま
り
見
か
け

な
い
脳
性
マ
ヒ
に
よ
る
障
害
の
あ

る
人
が
、
社
会
参
加
活
動
の
一
環

と
し
て
車
椅
子
で
多
勢
参
加
し
て

　
最
初
、
遠
慮
が
ち
だ
っ
た
両
グ

ル
ー
プ
も
だ
ん
だ
ん
声
高
に
客
を

呼
び
よ
せ
、
品
物
を
買
っ
て
も
ら

お
う
と
奮
戦
。
そ
れ
で
も
店
じ
ま

い
る
こ
と
に
接
し
、
子
供
達
に
一

瞬
驚
き
と
と
ま
ど
い
が
見
ら
れ
ま

す
。
し
か
し
、
そ
ん
な
人
達
が
一

生
懸
命
物
を
売
っ
て
い
る
姿
に
感

動
し
、
自
分
達
も
負
け
て
は
い
ら

れ
な
い
と
ば
か
り
に
「
ア
ン
ボ
は

い
か
が
で
す
か
」
と
大
き
な
声
を

は
り
上
げ
ま
す
．

三
、
雑
居
祭
り
に
参
加
し
た
人
に

体
当
た
り
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

　
今
年
初
め
て
の
試
み
だ
っ
た
が
、

様
々
な
地
域
の
、
様
々
な
立
場
の

人
達
と
交
流
を
体
験
す
る
こ
と
を

目
的
に
体
当
り
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

▲売り上げを伸ばすには晶物の配列も工夫　　ま　～い

　　　　　　　　　　　　　山ず九す
が見か中都ピれい“ピの商地をま割る
でつら醗会1自”越リ趣兇で越ずがこ
きめ松畢のア分を後触向　未へのたろ
ま登代っ空1なそまれに都経関成売に
し一町角気ルりれつ・チ会験東果れは
発とを度のoにぞだ　ヨ人ののo’八

灘，，、塁讐縫葺ヘビの皮・5糊1、なんですよ・

施
さ
せ
た
。
最
初
は
モ
ジ
モ
ジ
し

て
い
た
が
、
さ
す
が
リ
ー
ダ
ー
で

知
ら
な
い
人
に
い
ろ
い
ろ
な
質
問

を
し
て
い
た
。
声
が
小
さ
く
何
度

も
聞
き
返
さ
れ
て
い
た
が
、
学
校

活
動
に
は
な
い
体
験
だ
っ
た
と
思

・
つ
。四

、
サ
バ
イ
バ
ル
キ
ャ
ン
プ
そ
し

て
雑
居
祭
り
（
大
都
会
で
の
経
験
）

　
大
自
然
の
中
に
ど
っ
ぷ
り
つ
か

っ
た
サ
バ
イ
バ
ル
キ
ャ
ン
プ
を
体

験
し
、
そ
し
て
、
こ
の
雑
踏
の
中

で
の
雑
居
祭
り
に
参
加
し
て
、
子

供
達
は
や
は
り
松
代
の
よ
さ
を
発

見
し
た
よ
う
で
す
。

　
大
都
会
は
一
見
華
や
か
で
そ
れ

な
り
の
魅
力
は
あ
り
ま
す
が
、
最

近
は
非
常
に
住
み
づ
ら
く
、
人
の

行
列
、
車
の
洪
水
に
空
気
の
悪
さ
、

そ
し
て
悪
化
す
る
住
宅
事
情
。

　
松
代
の
良
さ
は
わ
か
っ
て
も
就

職
と
な
る
と
な
か
な
か
現
実
は
厳

し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
た
と

え
一
度
都
会
へ
出
ら
れ
た
と
し
て

も
鮭
が
戻
っ
て
来
る
が
ご
と
く
、

機
会
が
あ
れ
ば
松
代
へ
U
タ
ー
ン

し
て
欲
し
い
も
の
で
す
。
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固
定
資
産
税
の
は
な
％

土
地
に
対
す
る
課
税

　
評
価
の
し
く
み

　
国
定
資
産
評
価
基
準
に
基
づ
き
、

地
目
別
に
定
め
ら
れ
た
評
価
方
法

に
よ
り
評
価
し
ま
す
。

土地の固定資産税が毎年あがるのは

　　　　　土地について、3年

　　　　に一度評価替えが行わ

れ、次の評価替えまでの間は価格

が据え置かれると聞きましたが、

毎年税額があがるのはなぜでしょ

うか。

　
地
　
　
目

　
地
目
は
、
田
、
畑
、
宅
地
、
塩

田
、
鉱
泉
地
、
池
沼
、
山
林
、
牧

場
、
原
野
及
び
雑
種
地
を
い
い
ま

す
。　

固
定
資
産
税
の
評
価
上
の
地
目

賦謀期日

　d　“甑・
　　、一■㌧　、．一　・・甲　

、5’

○

ノ　
　
ノ

拗
「
ノ
一
ノ
ー
ヂ

　
1

　　　　　　3年に一度の土地の

　　　　　評価替えに伴って税負

担が一挙に増加するのを緩和する

ため、前年度の税負担を基礎とし

た段階的な負担調整措置が適用さ

れているからです。

　昭和63年度の評価替えに伴う63

年度から65年度までの税負担につ

いては、宅地等の場合には毎年度

の税負担の増加が最高3割を超え

ない範囲で、一般農地の場合には

毎年度の税負担の増加が最高2割

を超えない範囲で、負担調整措置

を講ずることとされています。

は
、
土
地
登
記
簿
上
の
地
目
に
か

か
わ
り
な
く
、
そ
の
年
の
一
月
一

日
（
賦
課
期
日
）
の
現
況
の
地
目

に
よ
り
ま
す
。

　
地
　
　
積

　
地
積
は
、
原
則
と
し
て
土
地
登

記
簿
に
登
記
さ
れ
て
い
る
地
積
に

よ
り
ま
す
。

　
価
　
　
格

　
価
格
は
、
国
定
資
産
評
価
基
準

に
基
づ
き
、
売
買
実
例
価
額
を
も

と
に
算
定
し
た
正
常
売
買
価
格
を

基
礎
と
し
て
求
め
ま
す
。

8
溜

ノ
（
－，

く
）

自段’、

担階
調的
整な

〆　　　　ケ　　 、

き鯉急
つは担Σ1，

い　が祝
よ増の
1え
　　　3ノ

ρ
。

　
　
3

　
　
一
　
　
。
．

　
　
ク

　
ク
　
6

㊦

…◆◆心《■》一司■〉…◆…◆心咽■レ

…◆◆◆◆◆◆つ一〇◆◆◆…◆

安
全
で

健
康
な
出
稼
ぎ
を

　
　
秋
の
深
ま
り
と
共
に
出
稼
時
期

　
が
近
づ
い
て
来
ま
し
た
。
2
4
日
役

　
場
で
出
稼
者
リ
ー
ダ
ー
会
議
が
開

　
か
れ
、
上
越
公
共
職
業
安
定
所
係

　
官
よ
り
出
稼
先
状
況
・
雇
用
保
険

　
等
に
つ
い
て
又
町
保
健
婦
か
ら
出

　
稼
先
で
の
健
康
管
理
に
つ
い
て
の

　
話
が
あ
り
ま
し
た
。
好
景
気
を
反

　
映
し
て
残
業
時
間
も
例
年
よ
り
多

　
く
予
想
さ
れ
る
事
か
ら
各
リ
ー
ダ

　
ー
た
ち
は
健
康
管
理
な
ど
の
話
に

つやつつつ つやつ

▲いよいよ出稼ぎシーズン

　　　真剣に聞き入る各リーダー

真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

本
年
も
五
百
人
近
い
方
々
が
関
東
・

中
京
方
面
に
十
一
月
初
～
中
旬
に

出
発
し
て
行
き
ま
す
。

　
健
康
に
気
を
つ
け
、
元
気
で
頑

張
っ
て
き
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
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「
み
ど
り
の
年
金
証
書
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
返
し
し
ま
す
。

　
八
月
期
の
年
金
受
給
後
、
新
し

い
金
額
記
入
の
た
め
、
福
祉
年
金

受
給
者
の
皆
様
か
ら
お
預
り
し
て

い
た
「
み
ど
り
の
年
金
証
書
」
を

次
の
日
程
で
お
返
し
し
ま
す
。

　
受
給
者
の
方
は
、
印
鑑
と
保
管

証
を
持
参
の
上
、
忘
れ
ず
に
受
け

取
っ
て
下
さ
い
．

小屋丸・池之畑・下山

会沢・清水・桐山・蓬平

東山・海老・犬伏・孟地

片桐山・滝沢・中子・

苧島田野倉・仙納・莇平

11月11日（金）
あ削蕪

寺田・名平
蒲生・儀明

　

1雇用保険クリーンな受給で

1　　　　　さわやか就職
　

111月は
1「雇用保険不正受給

ユ　　防止啓発月間」です

縷鑛

　
　
　

　
峠

　
　
　
　
　
　
　
　
　

⊥
ユ
所

良奈
竹

・
　
・
原

島
野
田

　
　
　
和

福
室
木

平
年

太
千

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
斥
沢

芒
抽小

田

　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
刈
尻

松
菅
池

　
国
、
県
及
び
職
業
安
定
所
で
は
、

雇
用
保
険
制
度
の
正
し
い
理
解
と

適
正
な
運
営
を
図
る
た
め
に
諸
対

策
を
講
じ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
制

度
の
趣
旨
に
反
し
て
、
就
職
等
の

事
実
を
届
け
ず
に
雇
用
保
険
金
を

不
正
に
受
給
す
る
人
が
依
然
と
し

て
あ
と
を
断
ち
ま
せ
ん
。

　
こ
の
た
め
、
11
月
中
を
「
雇
用

保
険
不
正
受
給
防
止
啓
発
月
間
」

と
定
め
て
、
雇
用
保
険
制
度
の
趣

旨
の
正
し
い
理
解
と
不
正
受
給
の

防
止
に
つ
い
て
、
積
極
的
な
啓
発

聾
　
ー
　
　
　
ー
　
　
ー
　
一
　
ー
　
脚
　
、
『
　
、
　
　
、
⇔
ー
ー
嶺
　
、

国
帰
貧
バ
ス
で
故
郷
の
た
の
U
“
お
正
一
月
を
摺

　
－
『
　
o
　
⊥
o
　
上
－
一
、
一
、
一
、
　
、
｝
、
畝
、
一
㍉
の
、
｝
o
嘲
8
一
、
p
ニ
レ
噛
畢
，
㌧
「
－
艘
、
一
、
一
、
一
㍉
聯
、

　
本
年
も
1
2
月
2
9
日
（
木
）
と
3
0
日

（
金
）
の
二
日
間
正
月
帰
省
バ
ス
が

東
京
上
野
か
ら
、
1
2
月
2
9
日
は
名

古
屋
か
ら
も
運
行
さ
れ
ま
す
の
で

御
利
用
下
さ
い
。

　
申
し
込
み
は
料
金
を
添
え
て
1
2

月
1
0
日
（
土
）
ま
で
に
役
場
職
業
係

に
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

　
本
年
の
料
金
等
は
下
の
表
の
通

り
で
す
．

正月帰省バス運行計画

運
動
を
展
開
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
啓
発
月
間
を
機
会
に
、
雇

用
保
険
を
受
け
て
お
ら
れ
る
人
だ

け
で
な
く
、
事
業
主
、
労
働
者
そ

の
他
の
皆
さ
ん
も
雇
用
保
険
制
度

を
正
し
く
御
理
解
の
上
御
協
力
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
．

　
な
お
、
雇
用
保
険
制
度
等
全
般

に
つ
い
て
、
不
明
な
点
等
が
あ
り

ま
し
た
ら
ど
ん
な
こ
と
で
も
遠
慮

な
く
職
業
安
定
所
へ
お
た
ず
ね
下

さ
い
。

噂
　
－
　

一
　
‘
　
一
　
ー
　
『
　
ー
　
緊
　
9
　

『
　
量
　
　
　
ー
　
一
　
1

区　　分 東京～松代 名古屋～松代

乗車料金 5，300円 6，500円

集合場所
上野公園バス

、駐車場付近

新幹線名古屋

駅前

出発日時

12月29・30日

集合

午前9時

出発

午前9時40分

12月29日

集合

午後8時

出発

午後9時

町到着時刻 午後4時ごろ 翌日8時ごろ

申込期日 12月10日までに料金を添えて
申込んで下さい。
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11月運転免許豆新
一’冬期間雪の距めに安塚ま訟得ぽ

　　　　　な雛雍ほ蜷例更薪を　》

◎とき輯月雪8日《金｝

　　　　　午前9時　・午前胴時

Q群ろ　町総糞セ》醜一大ホー鋤

◎対象者　期限が尉月1鯛か酬2尉8臼議驚

　　　　　の太ど、冬期間雪のだめ安塚ま灘

　　　　　行薫蕊どが囲難な人。

③持お物　・写真1枚・収入譲紙2，4鱒円分

　　　　　・菟許証・協会費1，翻o円

　　　　　・安協発行のお知らせハ慰弗

　　　　　・印鑑（特例更新者のみ〉

※更新購講習会が午後誰時からあ鱒蒙すの驚．

必要襟方縁受講して下毒も㌔

◎お聞合わせ　安協松代支部事務局鍛籍箆20

　　聴覚障害の巡回相談
●日時　11月15日（火）

　　　　午後2時～午後4時
●場所　役場二階　一般休憩室
●内容　聴力検査・補聴器の修理・点検・

　　　　整備など
＊補聴器業者が相談に応じます。身障者手帳交付該否判

定はできませんし、補聴器の処方意見書も書けません。

芝
峠
温
泉
掘
削
状
況
（
十
月
末
）

722m
堀削

予
定
さ
れ
た
深
さ
ま
で
あ
と
わ
ず
か

　
　
町
民
の
期
待
を
一
気
に
噴
き
出
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

ち

クン二頭のトレー

将棋をやりませんか

初心者・学生大歓迎

　　将棋愛好会会員募集中

　
皆
様
方
の
御
要
望
に
よ
り
、
こ

の
た
び
松
代
町
将
棋
愛
好
会
を
つ

く
り
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
大
会

等
を
計
画
し
、
楽
し
い
会
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
初
心
者
・

女
性
・
学
生
ど
な
た
で
も
御
気
軽

に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

◎
　
将
棋
の
効
能

　
あ
る
本
に
よ
り
ま
す
と
将
棋
を

や
っ
て
い
ま
す
と
集
中
力
が
強
化

さ
れ
、
学
生
等
の
勉
強
や
、
頭
の

老
化
の
防
止
、
ス
ト
レ
ス
の
解
消

に
非
常
に
役
立
つ
と
言
う
事
で
す
。

こ
れ
は
将
棋
を
や
っ
て
い
る
時
に

賦
訊

お
申
込
み
・
お
問
合
せ
は
、

　
　
役
場
　
米
持
敏
雄
ま
で
米

電
話
七
－
ニ
ニ
ニ
O
（
役
場
）

　
　
八
－
二
六
三
八
（
自
宅
）

人
間
に
有
効
な
α
波
と
い
う
脳
波

の
一
種
が
で
る
そ
う
で
、
こ
れ
と

深
い
関
係
が
あ
る
の
だ
そ
う
で
す
。

　
ま
た
将
棋
は
お
金
も
殆
ど
か
か

り
ま
せ
ん
し
、
多
く
の
職
場
で
昼

休
み
等
に
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
学
生
が
就
職
さ
れ
て
か
ら
も

役
に
立
つ
も
の
と
思
い
ま
す
し
、

場
所
も
選
ば
ず
、
二
人
で
で
き
ま

す
の
で
、
一
生
趣
味
と
し
て
楽
し

み
な
が
ら
頭
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が

で
き
ま
す
．

　
あ
な
た
も
こ
の
機
会
に
将
棋
を

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
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松
代
町
食
生
活
改
善
推
進
員

知
事
表
彰
団
体
賞
に
輝
く

　
去
る
十
月
十
四
日
長
岡
市
立
劇

場
で
開
か
れ
た
「
新
潟
県
健
康
づ

く
り
県
民
大
会
」
に
お
い
て
、
松

代
町
の
食
生
活
改
善
推
進
員
が
知

事
表
彰
の
団
体
賞
を
受
賞
し
ま
し

な
。か

雛
一

難
　
灘

　
　
紹
和
6
3
鋸

新
潟
鼎
讐

食
生
活
改
善
推
進
員

保
健
衛
生
推
進
員
か

轟

ら
二
名
が
出
席
し
、
食
推
の
鈴
木

秋
子
会
長
が
壇
上
に
昇
り
栄
え
あ

る
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
昭
和
四
十
八
年
度
以
来
の
永
い
、

地
道
な
推
進
活
動
が
認
め
ら
れ
た

も
の
で
、
当
町
の
食
生
活
も
、
推

進
員
の
活
躍
に
よ
っ
て
、
減
塩
食

の
普
及
や
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
等

　
　
　
　
　
　
多
方
面
で
改
善
さ

　
　
　
　
∞
∞
　
れ
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
の
活
躍
を

大
い
に
期
待
す
る

と
共
に
、
町
民
の

健
康
増
進
に
尽
さ

れ
た
功
績
に
感
謝

し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
永
年
の
防
犯
活
動
に
感
謝
状

柳
武
さ
ん
（
蝋
）
に
翻
鵡
罎
嚴
か
ら

　
先
ご
ろ
行
わ
れ
た
全
国
防
犯
運

動
新
潟
県
民
大
会
（
会
場
、
新
潟

県
民
会
館
）
で
、
松
代
区
長
、
柳
武

さ
ん
に
君
県
防
犯
協
会
長
と
斉
藤

県
警
本
部
長
連
名
で
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　
柳
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
四
年
か

ら
町
の
中
心
地
域
松
代
の
防
犯
連

絡
所
責
任
者
と
し
て
、
防
犯
活
動

に
永
年
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
こ▲白田安塚署長（中央）と鈴木会長（右端）

ら
れ
、
そ
の
業
績
が
認
め
ら
れ
た

も
の
で
す
．

　
そ
し
て
、
同
運
動
期
間
中
に
安

塚
町
民
会
館
で
開
か
れ
た
郡
防
犯

連
絡
所
代
表
者
会
議
の
席
上
、
七

十
人
余
り
の
郡
防
犯
連
絡
所
関
係

者
の
前
で
、
小
林
郡
防
犯
組
合
連

合
会
長
（
安
塚
町
長
）
に
よ
り
改
め

て
功
績
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

▼郡防犯連絡所代表者の前で受賞

鵡
罵
糊
嚢
嚢
概
溜
筆
憲
ζ

繕
羅
．
灘
羅
鰍

　

縣
鰹
躰
飾
賑
か
ら
は
町
子
連
に
表
彰
状

　
松
代
町
子
ど
も
会
連
絡
協
議
会

（
鈴
木
益
夫
会
長
）
は
、
交
通
安

全
功
労
団
体
と
し
て
、
斉
藤
県
警

本
部
長
と
中
山
県
安
全
協
会
長
連

名
で
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
同
子
ど
も
会
は
、
町
内
の
十
八

団
体
、
四
三
〇
名
で
組
織
さ
れ
、

毎
年
、
交
通
安
全
標
語
、
ポ
ス
タ

ー
な
ど
を
募
集
し
、
地
域
に
お
け

る
子
ど
も
の
交
通
事
故
防
止
と
交

通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
る
と
と

も
に
、
こ
れ
ら
を
掲
示
し
て
運
転

者
に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る
な

ど
積
極
的
な
活
動
を
展
開
し
て
き

ま
し
た
。

　
当
日
（
十
月
二
十
一
日
）
は
、

安
塚
警
察
署
で
管
内
派
出
、
駐
在

所
員
の
前
で
の
栄
え
あ
る
受
賞
式

と
な
り
ま
し
た
。

　
㌧

み
ノ
ノ
　
　
　
じ

鱒
伽

　
　
　
噌
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皆
さ
ん
、
お
元
気
で
す
か
。
い

つ
も
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
楽
し
み

に
拝
見
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
四
月
に
よ
う
や
く
松
代
町

に
帰
っ
て
き
た
の
で
す
が
、
少
し

た
つ
と
な
ぜ
か
家
族
が
町
を
離
れ

て
し
ま
い
、
早
く
も
四
か
月
が
た

ち
、
私
自
身
も
既
に
こ
の
町
に
対

し
て
背
中
を
半
分
ほ
ど
向
け
始
め

て
い
る
、
と
い
っ
た
状
況
で
す
。

　
幼
い
頃
か
ら
近
所
や
親
せ
き
、

友
人
の
家
な
ど
離
町
し
て
い
く
光

景
を
し
ば
し
ば
見
て
き
ま
し
た
。

そ
の
た
び
に
「
ま
た
か
…
」
と
漢

然
と
し
た
思
い
で
見
送
っ
て
き
ま

し
た
が
、
と
う
と
う
我
が
家
に
も

そ
の
時
が
来
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

馨／

私
の
ふ
る
さ
と
感

　
過
疎
の
進
む
町
で
二
十
余
年
暮

ら
し
て
き
て
「
な
ん
と
か
な
ら
な

い
も
の
か
な
あ
」
な
ど
と
思
っ
て

は
き
た
も
の
の
、
結
局
は
自
分
も

過
疎
を
進
め
る
側
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　
今
回
の
経
験
か
ら
味
わ
っ
た
、

自
分
の
家
が
な
く
な
り
、
生
ま
れ

故
郷
を
離
れ
て
い
く
と
い
う
寂
し

さ
は
想
像
以
上
の
も
の
で
し
た
。

そ
れ
ま
で
は
、
正
直
言
っ
て
、
こ

ん
な
田
舎
の
こ
と
友
達
に
恥
か
し

く
て
話
せ
な
い
、
駅
も
な
い
し
、
セ

ブ
ン
・
イ
レ
ブ
ン
も
な
い
し
、
番

地
が
な
く
て
も
ヘ
タ
す
れ
ば
、
部

落
名
な
し
で
も
郵
便
物
は
届
く
し
、

市
外
局
番
は
五
ケ
タ
だ
し
、
自
転

車
が
通
用
し
な
い
所
が
ほ
と
ん
ど

だ
し
な
ど
と
、
く
だ
ら
な
い
愚
か

な
考
え
も
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ

た
の
で
す
。
町
に
対
す
る
要
望
と

い
え
ば
、
仕
事
が
終
わ
っ
て
か
ら

夜
間
も
利
用
で
き
る
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
や
温
水
プ
ー
ル
、
図
書
館
な
ん

か
あ
っ
た
ら
な
あ
と
、
お
金
の
か

牧
　
田
　
治
　
野

か
る
こ
と
ば
か
り
で
少
し
も
真
剣

に
町
の
将
来
を
考
え
て
い
な
か
っ

た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
と
に
か

く
、
外
見
・
ば
か
り
気
に
し
て
い
た

の
で
す
。

　
で
も
、
子
供
の
頃
か
ら
聞
か
さ

れ
て
い
た
よ
う
に
、
こ
の
町
の
自

然
の
美
し
さ
や
た
く
ま
し
さ
は
も

ち
ろ
ん
、
地
域
の
人
た
ち
の
温
か

い
人
情
、
協
力
性
は
他
の
町
を
チ

ラ
ッ
と
の
ぞ
い
て
み
た
だ
け
で
明

ら
か
に
違
い
が
わ
か
り
ま
す
。
隣

に
ど
ん
な
人
が
住
ん
で
い
る
か
さ

え
も
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
都
会
の

生
活
と
は
大
き
く
か
け
は
な
れ
て

い
て
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
こ
そ
心
の

ふ
る
さ
と
に
ふ
さ
わ
し
い
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
人
口
の
流
出
を
防
ぐ
た
め
に
も
、

町
の
今
後
の
開
発
に
よ
る
近
代
化

は
急
が
れ
る
べ
き
だ
と
は
思
い
ま

す
が
、
伝
統
あ
る
こ
の
町
の
住
民

性
、
地
域
の
特
性
等
に
み
ら
れ
る

長
所
、
そ
し
て
自
然
の
魅
力
は
い

つ
ま
で
も
こ
の
ま
ま
と
ど
め
て
お

い
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　
私
は
今
後
、
ど
こ
で
暮
ら
す
に

し
て
も
、
時
々
昔
を
振
り
返
っ
て

な
つ
か
し
む
光
景
は
、
雪
深
い
、

ま
た
は
緑
が
い
っ
ぱ
い
で
、
親
切

す
ぎ
る
ほ
ど
世
話
好
き
な
年
配
の

方
々
が
あ
ち
こ
ち
の
田
畑
で
働
い

て
い
る
よ
う
な
、
の
ど
か
で
田
舎

く
さ
ー
い
場
面
な
ん
だ
ろ
う
な
あ

と
思
う
の
で
す
。

　
い
つ
に
な
い
変
わ
っ
た
立
場
か

ら
の
、
ヤ
ン
グ
広
場
と
い
う
こ
と

で
、
ち
ょ
っ
と
し
め
っ
ぽ
か
っ
た

り
、
わ
が
ま
ま
な
部
分
も
あ
る
内

容
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

と
に
か
く
、
私
の
ふ
る
さ
と
は
こ

の
町
で
す
。
た
い
へ
ん
お
世
話
に

な
っ
た
こ
の
松
代
町
が
今
後
、
大

き
く
飛
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

2
2
2
2
2
～
2
～
～
～
～
～
～
2
～
～
～
～
2
～
～
2
～
～
～
2

（
9
月
2
1
日
～
1
0
月
2
0
日
受
付
）

幸
せ
多
い
人
生
を
（
結
婚
）

山
本
　
浩
・
岡
　
満
寿
美
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
犬
伏
・
甚
年
）

柳
　
二
郎
・
関
谷
ウ
メ
ノ
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
菅
刈
・
善
年
）

げ
ん
き
な
よ
い
子
に
（
出
生
）

　
　
と
も
ラ
き

中
村
智
之
φ
ん
義
隆
・
静
枝
さ
ん

　
　
（
長
男
・
千
年
・
清
義
屋
）

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
（
死
亡
）

仲
村
佐
平
太
郎
さ
ん
　
7
6
歳

　
　
　
　
　
　
（
儀
明
・
坂
口
）

高
橋
　
午
藏
さ
ん
　
5
8
歳

　
　
　
　
　
　
（
田
沢
・
田
保
）

小
堺
　
長
一
さ
ん
　
61
歳

　
　
　
　
　
（
蓬
平
・
五
郎
作
）

本
柳
善
左
エ
門
さ
ん
　
8
3
歳

　
　
　
　
　
　
（
仙
納
・
小
林
）

柳
チ
ユ
さ
ん
8
5
歳

　
　
　
　
　
　
　
（
千
年
・
原
）

石
野
　
ト
ラ
さ
ん
62
歳

　
　
（
木
和
田
原
・
源
左
エ
門
）

　
お
詫
び
　
先
月
号
の
出
生
欄
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
、
高
野
裕
希
ち
ゃ
ん
（
松
代
・
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

倉
）
は
高
野
裕
貴
ち
ゃ
ん
（
松
代
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
け
よ
し
）
の
誤
り
で
し
た
。

　
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
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　面村　　宗

投毎文
稿月　曽
　　写先二
　＋作
蒲日　ロ
生〆　口口

　切募
津
幡 短集
龍歌
峰・
宛俳
費句
七　・

二詩
三
八
六

　夫　　もそ　　朝気r　　夕町
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　気　　とや　　てんけ　　お
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　　吉
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　モ
かう

融1

た
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《7　誉鳥

●
購
　
　
遙 ，

ダ，　癒
i！1、

／
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　鱒
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　　　●■’　　　薮
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幽　麟
r乙。9：’

『
，

．．　唱’

．．‘：

襟羅陣

　零　　　。、　　　。

』隻』笹’＼

出望か名

茱饗誉．
ッき毛に’！一塊

　　　　　o

　　作
　　者
　　紹
詩野介
集火
　の相
鼻会沢
ヨ　　　　、

　　ヨ竿＿
L　フ　シ

　●
一メ松
九　1代

七ル町
九の松
年会代
刊々在1

　員住

追あ　　ふ
いの　　　と　て

か頃　　　　いあ
けの　　そるの

　　亀

　　・∫：

　　1ン
　　、　～

　翌一。
　『　　■　，

　，＝19で・

　ド餐ト
　♪そン．
　♪‘レひ二、，．9

φ・』e…・

　　塗　　，
　へ二

馬　　　　　q’

　σr　　　　　　’　・c　’．

　，　9　¢　　　　　　　　　　●

　　3　　曹r　　じ2
　　屯　r．　　　　　　’

，　　　　　ψ9

　1∫』’

　　　●　昂　，　　　　　銅

　・　■

　，　　　　　6

　ら

て優　　ん
　し　　な
一か　　気
緒つ　　が
にた　　し
私私　　た
もに
歩出
い会
てえ
ゆる
きな
たら
い

経
営
学
部

’1忘

・　o’8

人
は
若
か
つ
た
あ
の
頃
に
向
か
つ
て
歩
レ、

　，　　　　　　　　D
．　　　　　●　o’

　
シ
ュ
ウ
カ
イ
ド
ウ
は
神
社
や
仏

閣
な
ど
に
多
く
植
え
ら
れ
、
あ
る

い
は
野
生
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
特
に
日
陰
の
や
や
湿
っ
た
土
地

に
好
ん
で
生
え
る
球
根
草
で
、
高

さ
六
〇
糎
以
上
に
伸
び
る
。

　
球
根
は
毎
年
新
し
く
変
わ
り
、

表
面
に
は
全
体
か
ら
ヒ
ゲ
根
が
出

る
。
茎
は
柔
か
い
が
直
立
し
、
紫

色
な
い
し
淡
紫
色
で
、
節
の
部
分

は
赤
色
に
な
り
上
方
で
枝
を
出
す
。

　
葉
は
互
生
し
て
長
い
葉
柄
が
あ

り
や
や
い
び
つ
の
卵
形
で
十
糎
以

上
に
な
る
、
枝
の
先
に
花
茎
が
つ

き
九
～
十
月
暖
地
で
は
十
一
月
頃

ま
で
咲
く
．

　
　
　
出
題
　
本
因
坊
　
武
宮
正
樹

圏
　
　
白
先
黒
死
・
3
手
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
●
ヒ
ン
ト
…
腹
ヅ
ケ

　
　
3
分
で
2
級
、
1
分
以
内
で
有
段

　
　
者
。

1

　
　
　
　
　
　
。
玄
・
）
ω
ε
円
・

曳
判
コ
z
蓄
測
γ
・
圖
。
い
身
η
ぞ

4
壽
暉
判
↓
曇
卿
昏
淳
み
ん
ω
1
日

　
　
　
　
　
　
〈
鶴
玉
葺
巽
〉

4、
、　　　ノ

＼4


